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オートヒッチアーム型式 ヒッチ型式 オプション型式を確認して、ご注文ください。・

補修用部品の供給年限について

2.ジョイント・オートヒッチアーム･ヒッチ･オプションの記載について

変更を記載してあります。

最新の情報はそちらを参照ください。

なお、トラクタ装着の性格上、作業機機種・生産年式をわたる場合もあります。

ジョイント型式

(作業機本体に属するジョイントは除く)

5.本パーツリストは改良のため予告なく変更することがあります。

この製品の補修部品の供給年限（期間）は、製造打ち切り後9年といたします。

従いまして、その後のご注文につきましては、在庫限りの供給とさせていただきます。

新旧兼用不可部品と追加・廃止部品の実施機番を記載してあります。

また、イラスト図中に新旧の部品と実施機番を記載してあります。

矢印の方向のみに部品兼用可
新

旧

新

旧

新

旧

（2）実施機番の表示

（市販の類似品を使用されると早期破損の原因となります。）

新旧部品兼用不可

新旧部品兼用可

1.パーツリストのご使用について

2.部品は必ずコバシ純正部品をご使用願います。

3.改良のため、部品形状及び内容の一部を予告なく変更することがあります。

1.部品ご注文の際には型式・コード・品名・数量・機械番号をご明記くださ い。

ご　　注　　意

（1）互換性の記号

お　　願　　い

ジョイント総合版・オートヒッチアーム総合版･ヒッチ総合版･オプション総合版にて、

・・

4.爪の記載について

爪は統廃合などにより、最新の情報は爪価格表を参照ください。

3.補用部品の塗装色について

現行量産機種の塗装色となっております。
在庫品につきましては生産時点の量産品塗装色となっております。
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XR751の各種センサ故障診断方法

【センサ診断モード】
センサ診断モードは、センサ（ポテンショメータ)と

A/Cセンサ（ジャイロ）の状態を診断する機能ですが、

コントローラが正常でないと適切な診断をすることは出来ません。

【診断状態】

作業機を診断状態にしないとセンサ（ポテンショメータ)の診断が出来ません。
必ず下記手順に沿って診断状態にしてください。

①準備
1）　トラクタにガイアを装着しキャスタを外した後、出来るだけ水平に
     なるまで降ろす。（爪が地面と接触しないこと。）

2）　オフセットチェンカバーを外してシャーボルトを取外し、フランジの穴から
      スプロケットとフランジの間に油が入り込むように油を十分
      注油した後、オフセットチェンカバーを取付ます。（図1）

3）　オフセットシリンダ取付位置が「M」であることを確認する。（図2）
取付位置が「L」の場合は、「M」に変更してください。

＊　「M」位置への変更手順は、XR751の取扱い説明書を
　　　参照してください。

②センサ診断モード切替え

1)　制御ボックスを固定しているパッチンジョウを解除し、
     制御ボックスを開けてください。

2)　裏側にある長方形のグロメットを外すと、
     内側にガイアマチック調整ダイヤルがあります。

3)　制御ボックスの電源を入れた後に、
     カルコンの電源を入れます。

4)　ラベルを参考にしながら、M(L)ランプが消灯し、
     電源ランプのみ点灯した状態になるまで、
     ダイヤルを右に回します。

（図2） 

（図1） 



③診断姿勢
1）　PTOを入れ、PTO回転速度400rpm程度にします。

2）　オフセットシリンダ長（固定ボルトの芯間寸法）が右図になるように
　　 オフセット「内」「外」ボタンで調整します。（図3）

3）　ドラム回転「左」ボタンを押しドラムシリンダが動かなくなり、必ず
     バルブから”ピー“とリリーフ音が鳴っていることを確認してから
     操作を止め、PTOを切り、エンジンを止めます。　

     リリーフ音が鳴らない場合は、オフセットセンサのカプラを外し、
     再度上記操作を行ってください。
　 　調整後は、必ずカプラを接続してください。

（図3）のように、フロントフレームとオフセットアームが90°になります。

4）　センカイシリンダ長（固定ボルトの芯間寸法）が右図の
      範囲に入っているか確認します。（図4）

＜シリンダ長が範囲内の場合＞
                 この状態が診断姿勢となります。

＜シリンダ長が範囲外の場合＞
ⅰ）A/Cセンサケースの上方にあるナットを緩めた後ストッパボルト
　 　を緩めます。（図5）

ⅱ）PTOを入れ、ドラム回転「右」「左」でシリンダ長を上記範囲
　　に調整します。ドラム回転「左」ボタンが動作しない場合は
　　オフセットセンサのカプラを外して調整してください。
　　調整後は、必ずカプラを接続してください。

ⅲ）ストッパボルトがフレームに接触するまで締め込み、しっかり
　　ナットで固定します。

ⅳ）ドラム回転「左」を数秒間押した後、再度シリンダ長を測定し
　　範囲内であることを確認します。

5）PTOを切り、エンジンを止め、コントローラの電源をONにします。
　　これが診断状態となります

最終的に（図6）のような姿勢になります。
（フロントフレームとオフセットアームが90°）

（図3） 

（図5） 

（図4） 

（図6） 

771～772mm 



【診断方法】

点灯 消灯 なし あり なし あり
オフセット 問題なし ガイアの動きに問題が有れば再設定 問題あり ― ― ― ―
センカイ（ドラム） 問題なし ガイアの動きに問題が有れば再設定 問題あり ― ― ― ―
センシング 問題なし ガイアの動きに問題が有れば再設定 問題あり ― ― ― ―
Ａ/Ｃセンサ(ジャイロ) ― ― 問題なし 問題あり 問題あり 問題なし

※診断モードにして診断を行います。
※LEDランプとブザー音でセンサの状態を診断します。センサ（ポテンショメータ）はLED点灯状態で診断します。
   A/Cセンサ（ジャイロ）はブザー音で診断します（上表）。

※診断結果より下記異常が考えられるので、①から順に確認を行って対応してください。

①センサ（ポテンショメータ）の診断

LED 診断結果 対処方法

点灯 正常 ―
①センサ（ポテンショメータ）構成部品の変形、破損 外観チェック後、不具合部品の交換

点滅 ②基準のズレ センサ（ポテンショメータ）の再調整及びコントローラの再設定
③センサ（ポテンショメータ）破損 センサ（ポテンショメータ）単体検査
①ハーネスの断線 外観チェック後、ハーネス導通チェック

消灯 ②センサ（ポテンショメータ）構成部品の変形、破損 外観チェック後、不具合部品の交換
③センサ（ポテンショメータ）破損 センサ（ポテンショメータ）単体検査

※センサ（ポテンショメータ）破損が疑われる場合は、センサ（ポテンショメータ）単品の詳細検査をして
    最終的に破損有無を確認してください。

②A/Cセンサ(ジャイロ）の診断

状態 ブザー音 診断結果 対処方法

ブザー音無 正常 ―
静止状態 ブザー音有 ①ハーネス断線 外観チェック後、ハーネス導通チェック

②A/Cセンサ(ジャイロ）破損 A/Cセンサ(ジャイロ）交換
ブザー音有 正常 ―

回転状態 ブザー音無 ①防振ゴムの破損 防振ゴムの交換
②A/Cセンサ(ジャイロ）破損 A/Cセンサ(ジャイロ）交換

※回転状態とは、ドラム回転「右」「左」を押してドラムシリンダを動かしドラム部が旋回している状態のことです。
※静止状態、回転状態どちらか一方でも異常がでれば、原因を追究してください。

LEDの状態 作動時ブザー音

―

停止時ブザー音
点滅

センサの位置

オフセット 

センカイ 

（ドラム） 

センシング Ａ/Ｃセンサ(ジャイロ) 

 静止時：無音 

 動作時：ブザー音あり 

制御ﾎﾞｯｸｽ下側 



XR751/851オフセットセンサ交換手順書

ｾﾝｻ構成部品
センサ（ポテンショメータ）を構成している周辺部品が変形、破損していると、
センサが誤ったセンシングをしてしまうため、以下に記載されている部品に異常がないか確認をします。

【オフセットセンサ周辺部品】

1）　センサステー
2）　オフセットリンクＢの丸棒部分
3）　センサアームA 
4）　ブッシュ

センサ（ポテンショメータ）交換方法

【セットアップ状態】
◆センサの交換を行うには、必ず作業機をセットアップ姿勢にしてください。

＊　セットアップ姿勢でない状態でオフセットセンサの設定を行うと、
　　　天場処理部が油圧ポンプ等と干渉し、破損します。

＊　オフセットシリンダ取付位置が「M」であることを確認する。
　　　取付位置が「L」の場合は、「M」に変更してください。
      「M」位置への変更手順は、XR751の取扱い説明書を
　　　参照してください。

1）　制御ボックスを診断モードにして下さい。

①　制御ボックスを固定しているパッチンジョウを解除し、
     制御ボックスを開けてください。

②　裏側にある長方形のグロメットを外すと、
     内側にガイアマチック調整ダイヤルがあります。

③　制御ボックスの電源を入れた後に、
     カルコンの電源を入れます。

④　ラベルを参考にしながら、M(L)ランプが消灯し、
    電源ランプのみ点灯した状態になるまで、
    ダイヤルを右に回します。

センサステー 

センサアームＡ 

オフセットリンクＢ 

（丸棒部分） 



2）　PTOを入れ、PTO回転速度400rpm程度にします。

3）　オフセットシリンダ長（固定ボルトの芯間寸法）が右図に
　　 なるようにオフセット「内」「外」ボタンで調整します。（図1）

4）　ドラム回転「右」ボタンを押し旋回シリンダが一番伸びた
     状態になり、バルブから”ピー“とリリーフ音が鳴っている
     ことを確認してから、PTOを切りエンジンを止めます。　
     

(図1)のように、フロントフレームとオフセットアームが90°で、
且つ、旋回シリンダが一番伸びた状態になります。

＊　これがオフセットセンサのセットアップ姿勢になります。

【オフセットセンサ交換】
1）　セットアップ姿勢になっていることを確認した後、カプラ、
      マルコネジを外しセンサ（ポテンショメータ）を取外します。

2）　新品センサのカプラの向きがセンサアームAと同じ方向に
      なるように持ちます（図2）。

3）　センサを下側からセンサアームAに差込み、
     センサを矢印の方向に回転させ（図3）、
      マルコネジとナットで仮止めします。

※センサを矢印と逆方向に回転させると破損します。

4）　カプラを接続します。

5）　カルコンの電源を入れ、右図の位置のLEDランプが 

　　 点灯する位置まで、センサを左右どちらかに
     ゆっくり回転させた後、マルコネジを左右均等に締め
     込んでいき固定します。
     センサステーとセンサの間に隙間が無いか確認します。（図4）

＊　この後オフセットセンサの設定をしてください。

(図1) 

771～772mm 

(図2) 

(図4) 

センサステー 

隙間無し 

(図3) 

センサアームＡ 

電源 

オフセット内/外 

自動角塗り 

オフセットセンサ 



【オフセットセンサの設定】

* オフセットシリンダ取付位置が「M位置」でないと設定できません。
 

「セットアップ姿勢」になっているか再度確認します。
1）　オフセットシリンダ長A（固定ボルトの芯間寸法）が771～772mm
　　 になるようにオフセット「内」「外」ボタンで調整します（図5）。

2）　ドラム部が最大回動状態（図5）になっていることを確認して、
     カルコンの電源をOFFします。ドラム向きが（図5）のように
     なっていない場合は、ドラム回転「右」を動かなくなるまで押
     してから電源をOFFにしてください。

3）　制御ボックスの電源を入れた後に、「自動角塗り」ボタンを押しながら
      電源をONします。
      ブザーが“ピッ” “ピッ”と2回鳴って、この状態の設定が完了します。

注意！！
ブザーが鳴り続ける場合は、以下の手順でセンサの微調整を
行います。

①　センサを固定しているマルコネジ2個を緩め、センサ単体が
     回転する状態にします。

②　(図6)のようにセンサの中心を押さえながら、ブザーが止まる
     までゆっくり左右どちらかに回転させてた後、再度
     ネジを固定する。

4）　オフセット「外」ボタンを動かなくなるまで押し、(図7)のように
      なっていることを確認してカルコンの電源をOFFします。
     （オフセットシリンダ最伸状態）

5）　制御ボックスの電源を入れた後に、オフセット「外」ボタンを押しながら
      電源をONします。
      ブザーが “ピッ”“ピッ”と2回鳴って、この状態の設定が完了します。

6）　オフセット「内」ボタンを動かなくなるまで押し、(図8)のように
      なっていることを確認してカルコンの電源をOFFします。
     （オフセットシリンダ最縮状態）

7）　制御ボックスの電源を入れた後に、オフセット「内」ボタンを押しながら
      電源をONします。
      ブザーが “ピッ”“ピッ”と2回鳴って、この状態の設定が完了します。

8）　これで全ての設定が完了しました。
      PTO、エンジンを切り、カルコンの電源をOFFにしてください。

9）　ラベルを参考にしながら、ガイアマチック調整ダイヤルを移動させてください。

10）　格納ボタンを押して、格納状態に戻してください。

(図7) 

(図8) 

(図5) 

A 

 

(図6)  



XR751/851旋回センサ交換手順書

ｾﾝｻ構成部品
センサ（ポテンショメータ）を構成している周辺部品が変形、破損していると、
センサが誤ったセンシングをしてしまうため、以下に記載されている部品に異常がないか確認をします。

【ｾﾝｶｲｾﾝｻ周辺部品】

1)　センサ取付けカラー
2)　リヤﾌﾚｰﾑＣOＭＰセンサ取付け座
3)　センサアームB 

センサ（ポテンショメータ）交換方法

旋回センサのみの交換の場合は、シリンダ位置の調整は必要ありません。（「M」「L」どちらでもよい。）

【セットアップ状態】
◆センサの交換を行うには、必ず作業機をセットアップ姿勢にしてください。

1）　制御ボックスを診断モードにして下さい。

①　制御ボックスを固定しているパッチンジョウを解除し、
      制御ボックスを開けてください。

②　裏側にある長方形のグロメットを外すと、
      内側にガイアマチック調整ダイヤルがあります。

③　制御ボックスの電源を入れた後に、
      カルコンの電源を入れます。

④　ラベルを参考にしながら、M(L)ランプが消灯し、
     電源ランプのみ点灯した状態になるまで、
     ダイヤルを右に回します。

2）　PTOを入れ、PTO回転速度400rpm程度にします。

3）　ドラム回転「左」ボタンを押しドラムシリンダが動かなくなり、必ず
     バルブから”ピー“とリリーフ音が鳴っていることを確認してから
     操作を止め、PTOを切り、エンジンを止めます。　

     リリーフ音が鳴らない場合は、オフセットセンサのカプラを外し、
     再度上記操作を行ってください。
　 　調整後は、必ずカプラを接続してください。

ｾﾝｻｱｰﾑＢ 

ｻﾎﾟｰﾄﾌﾚｰﾑ 

ｶﾗｰ2ヶ 



4）　センカイシリンダ長（固定ボルトの芯間寸法）が右図の
      範囲に入っているか確認します。（図1）

＜旋回シリンダ長が範囲内の場合＞
          この状態が診断姿勢となります。

＜旋回シリンダ長が範囲外の場合＞
ⅰ）A/Cセンサケースの上方にあるナットを緩めた後
　　 ストッパボルトを緩めます。（図2）

ⅱ）PTOを入れ、ドラム回転「右」「左」で旋回シリンダ長を
　　 上記範囲に調整します。ドラム回転「左」ボタンが動作しない
　 　場合はオフセットセンサのカプラを外して調整してください。
 　　調整後は、必ずカプラを接続してください。

ⅲ）ストッパボルトがフレームに接触するまで締め込み、しっかり
 　　ナットで固定します。

ⅳ）ドラム回転「左」を数秒間押した後、再度旋回シリンダ長を
 　　測定し範囲内であることを確認します。

＊　これが旋回センサのセットアップ姿勢になります。

【旋回センサ交換】

1）　カプラーを取外し、ザガネ、Rピンを外し、センサステーＢを裏側から
     固定しているＭ8ボルト2本を緩め、センサＡｓｓｙを取出します。

2）　マルコネジ2本を緩め、カラー2ヶ、センサを取外します。
　　 センサステーBとセンサアームB（スリット）の相対関係は（図3）と同じ
      位置にします。

3）　新品センサを（図4）の方向になるように持ち、センサアームBに
　　 差込んだ後、矢印の方向に90°回転させます。

※センサを矢印と逆方向に回転させると破損します。

4）　カラー2ヶ、マルコネジ2本でセンサを固定します。
　　 マルコネジは左右均等に締め込んでいきます。（図5）

5）　（図5）のセンサＡｓｓｙをM8ボルト2本、ザガネ、Ｒピンで機体に
　 　取付けてカプラーを接続します。

＊　この後旋回センサの設定をしてください。

(図1) 

(図2) 

ｾﾝｻｽﾃｰB 

ｾﾝｻｱｰﾑB 

ｻﾞｶﾞﾈ、Rﾋﾟﾝ 

(図3) 

ｾﾝｻｽﾃｰB ｾﾝｻｱｰﾑB 

(図4) 

(図5) 



【旋回センサの設定】

1）　爪、ドラムが地面から10cm程度離れるまでガイアを持ち上げ、
      カルコンの電源を入れ、PTOを入れ、ドラム回転「左」ボタンを
      ドラムが動かなくなるまで押し（図6）、センカイシリンダ長（固定ボルトの
    　芯間寸法）が469～471mmの範囲に入っているか確認し（図1）
      カルコンの電源をOFFにします。

2）　制御ボックスの電源を入れた後に、ドラム回転「左」を押しながら、カルコンの
      電源をONします。 ブザーが“ピッ” “ピッ”と2回鳴って、この状態の設定が完了します。

3）　次にドラム回転「右」ボタンをドラム部が回転しなくなるまで押し、
      （図7）のようになっていることを確認してカルコンの電源を
      OFFにします（ドラム部最大回動状態）。

4）制御ボックスの電源を入れた後に、　ドラム回転「右」を押しながら、
　  カルコンの電源をONします。
　  ブザーが“ピッ” “ピッ”と2回鳴って、この状態の設定が完了します。

5）　これで旋回センサの設定は完了となります。

6）　これで全ての設定が完了しました。
      PTO、エンジンを切り、カルコンの電源をOFFにしてください。

7）　ラベルを参考にしながら、ガイアマチック調整ダイヤルを移動させてください。

8）　格納ボタンを押して、格納状態に戻してください。

(図6) 

(図7) 

電源 

ドラム回転左/右 



XR751/851センシングセンサ交換手順書

ｾﾝｻ構成部品
センサ（ポテンショメータ）を構成している周辺部品が変形、破損していると、
センサが誤ったセンシングをしてしまうため、以下に記載されている部品に異常がないか確認をします。

【ｾﾝｼﾝｸﾞｾﾝｻ周辺部品】

1）　センシングブラケットセンサ取付座
2）　センシングブラケットの丸棒部分
3）　センシングアームA 
4）　センシングアームB
5）　ベアリング

センサ（ポテンショメータ）交換方法
センシングセンサは、直接センサ単体を調整する必要があります。

【センシングセンサ交換】

1）　ドラム後方の丸いセンサカバーを外し、カプラー、
     マルコネジ2本を外し、センサを取外します。

2）　新品センサを（図1）の方向になるように持ちセンシングブラケットの
     センサ取付座に当たるまでセンシングアームAに差込んだ後、矢印の
     方向に回転させマルコネジとナットで仮止めします。

※センサを矢印と逆方向に回転させると破損します。

3）　下記を参照してセンシングセンサの調整してください。

4）　調整が終了したら、センサカバーを取付けて交換終了です。

ｾﾝｼﾝｸﾞｱｰﾑB 

ｾﾝｼﾝｸﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ 

ｾﾝｻ取付座 

 

ｾﾝｼﾝｸﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ 

（丸棒2ヶ所） 

 

ｾﾝｼﾝｸﾞｱｰﾑA 

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 

ｾﾝｼﾝｸﾞｱｰﾑA 

ｾﾝｼﾝｸﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ 

ｾﾝｻ取付座 

(図1) 



＜センシングセンサの調整方法＞

1）　制御ボックスを診断モードにして下さい。

①　制御ボックスを固定しているパッチンジョウを解除し、
      制御ボックスを開けてください。

②　裏側にある長方形のグロメットを外すと、
      内側にガイアマチック調整ダイヤルがあります。

③　制御ボックスの電源を入れた後に、
      カルコンの電源を入れます。

④　ラベルを参考にしながら、M(L)ランプが消灯し、
      電源ランプのみ点灯した状態になるまで、
      ダイヤルを右に回します。

2）　センシングセンサのマルコネジを2本緩め、センサを左右に軽く回転させ、
　　 センサ取付け座に馴染ませます。

3）　センシングセンサ中心部を押さえながら、センシングセンサと
      対応している散布ＬED（図2）が点灯するまで、左右どちらかに
    　ゆっくり回転させながら調整します。
      同一方向に回転させていくと、ＬEDは消灯⇒点滅⇒点灯⇒点滅⇒消灯
      の順に点灯していきます。
      センサの状態によっては、どちらかの消灯状態がない場合もあります。

4)　調整した後、マルコネジ2本を均等に徐々に締め込み固定し、
　　 固定後LEDが点灯していれば調整完了です。

注意）
　　センシングセンサを調整する場合は、センシングアームAが
　　バネの力でセンシングブラケットの丸棒と接触していることを
　　確認した上で行ってください。

5）　これで設定が完了しました。
      コントローラの電源をOFFにしてください。

6）　ラベルを参考にしながら、ガイアマチック調整ダイヤルを移動させてください。

センシング 

(図2) 



XR751/851のAC(ジャイロ）センサ作動確認手順書

取付け状態ﾁｪｯｸ

ｾﾝｻｽﾃｰの下側にあるｺﾞﾑの劣化、破損を調べます。

防振ｺﾞﾑのﾍﾀﾘ（Aに隙間が無い）、劣化、破損がある場合は
交換してください。

防振ｺﾞﾑの交換を行う場合は、ｾﾝｻｽﾃｰと防振ｺﾞﾑの固定の際は
防振ｺﾞﾑが捻れないように注意して取り付けしてください。

作動確認

通電状態で確認しますので、ｺﾝﾄﾛｰﾗとﾊｰﾈｽが正常であることを確認した上で行ってください。

1）　制御ボックスを診断モードにして下さい。

①　制御ボックスを固定しているパッチンジョウを解除し、
      制御ボックスを開けてください。

②　裏側にある長方形のグロメットを外すと、
      内側にガイアマチック調整ダイヤルがあります。

③　制御ボックスの電源を入れた後に、
      カルコンの電源を入れます。

④　ラベルを参考にしながら、M(L)ランプが消灯し、
     電源ランプのみ点灯した状態になるまで、
     ダイヤルを右に回します。



2）　A/Cｾﾝｻｹｰｽを本体から外し中からｶﾌﾟﾗｰを接続したまま
　 　Ａ/Ｃｾﾝｻを取り出す。

3）　ｺﾝﾄﾛｰﾗの電源をONにする。

4）　A/Cｾﾝｻを水平にした状態から左右どちらかに回転させると
　　　ﾌﾞｻﾞｰ音が鳴り、静止させるとﾌﾞｻﾞｰ音が無くなると正常です。

5）　これで作動確認が完了しました。
      コントローラの電源をOFFにしてください。

6）　ラベルを参考にしながら、ガイアマチック調整ダイヤルを移動させてください。

A/Ｃｾﾝｻｹｰｽ 
 

右 

左 

Ａ/Ｃｾﾝｻ 



アゼローター爪軸取り外し手順

ボルト M12x80,P1.75,全ﾈｼﾞ 9010229
ナット M12,P1.75 9140514

樹脂ハンマーで 

叩く 

ボルトを締め込む 

M12x70以上の 

全ネジボルト 

M12ナット 

爪は取り付けたま

アテイタ 






